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■ 無差別攻撃の停止、対話による紛争解決 

暴力支配の連鎖を続ける家父長制政治に終焉を！             ２ 

家父長制は、自分たちの権力という欲望のために性差別、人種差別のもとで、何 

 の罪もない市民のいのちを奪いつづけることを、いつまで続けるのでしょうか？ 

暴力連鎖の支配を断ち切りたいと船橋邦子さんからの強い思いの怒りの発信です。 
■  

■ さようならマッチョ政治。 

自民でも維新でもない私たちの選択肢、フェミブリッジ！         ３ 

いま全国各地でミモザイエローをまとった女性たちが「フェミニストのブリッジ 

（架け橋）で政治を変えよう」と立ち上がっています。その中心的リーダーである 

菱山南帆子さんからの「さよならマッチョ政治」との熱いメッセージです。 
 

■ ■ 取材から見えてきたもの                          ４ 

７月に毎日新聞を退社し、女性記者たちとフェミニスト視点に立ったオルタナティ 

ブなメディア「生活ニュースコモンズ」を立ち上げ、キラキラと輝きながら活躍中 

の吉永磨美さんからの、今なお変わらない男性中心のメディアの現状です。 

10月学習会の講演内容です。 
  

■「『安倍晋三元首相の国葬』違憲訴訟」原告として陳述             ７ 

安倍元首相国葬違憲訴訟は10月27日で第３回の口頭弁論が終了しました。増田 

都子さんの意見陳述は、社会科教員として国家主義化する教育に全存在をかけた闘 

いに裏打ちされた感動的内容でした。増田さんに一部をご紹介いただきました。 
 

■ 地域からの発信－福島より 

  声を上げ、一歩踏み出して、命と平和を守ろう！              ８ 

原発事故で分断された福島で、フラワーデモやフェミブリッジの活動を続ける二瓶 

由美子さん。大学の卒業式の前日に発生した３.11。教員だった二瓶さんが、当時の 

学生たちに「安全な社会」をめざして、声をあげようと呼びかける温かいメッセー 

ジです。 
 

■ ■ 介護レポート 親の介護、始まりました。（第５回） 

入所先の施設の決め方                          ９ 

施設入所の面談で初めて知る国の基準。働く人の負担の大きさ、介護制度の貧しさ。

その上コロナで面会制限。自分の身に置き換え、胸に詰まる思いの西山千恵子さんの 

レポートです 
。 

■ ■ 学習会のお知らせ、世話人会報告など                   １０ 
 

 


